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9 月 24 日～25 日「2016 にいがたワーク&ライフ

フォーラム in 新発田」が開催されました。「に

いがたワーク&ライフフォーラム」は、人間らし

く生き、働き、暮らすことのできる社会の再生

を目指して「労働を中心とした福祉型社会」の

実現をめざして、本フォーラムを県内各地で持

ち回り開催しています。今回で４回を数えフォ

ーラム開催にあたっては、労働者福祉運動に携

わる諸団体をはじめ、地域課題に取り組む NPO

や市民団体、自治体との連携を図り、実行委員

会をつくり昨年から具体的な内容の検討・準備

をすすめ、実り多きフォーラムに向けて取り組

くんできました。一日目は、月岡温泉「清風苑」

で開催し、歓迎の米倉太鼓で始まり、フォーラ

ム記念講演、奥田知志＋元ホームレス 生笑一座

の講演「生きていればいつか笑える時がくる」

と経験から苦しければ声を上げ誰かが助けてく

れる、声を出す事で人と人の繋がりが生まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体交流セッションとして「まちカフェ」では 

一つの課題に対して話合を行い、そのままの雰

囲気の交流会では楽しい時間を過ごしました。 

2 日目は、敬和学園大学をお借りして基調講演

「賀川豊彦～労福協運動」早稲田大学篠田徹教

授は、新潟県労福協運動の更なる飛躍の可能性

を語り、今だからできる事を実現しようと講演

した。午前のセッションは、現実に当面してい

る多くの課題を各分野の専門の講師、コーディ

ネーターから問題を提起された。参加者は興味

のあるセッションで学習した。午後のセッショ

ンは、地元新発田市内の歴史を巡る、新発田城

見学、寺町清水園コースや、城下町新発田の和

菓子作り体験、映画上映「風の波紋」と小林監

督トークなど参加者が体験できるセッションで

した。「風の波紋」は小林監督のトークを聞きに

市民方の参加が多くありました。運営スタッフ

の皆様、大変お疲れ様でした。 
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2016 にいがたワーク&ライフフォーラム in 新発田開催される 
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２０１６新潟県最低賃金周知街宣行動 

 2016 年度の新潟県最低賃金は、753 円（時間

給：前年度＋22 円）で改正決定されました。発

効は 10 月１日（土）です。今年６月に実施され

た平成 28 年度最低賃金に関する基礎調査では、

改定前の 731 円未満の労働者は約 1.8％（昨年

1.5％）、改定により影響をうける労働者は

7.27％25341 人（昨年 4.84％）と推計されてお

り、違反撲滅のため今年度も最低賃金の周知活

動を行います。10 月 1 日新潟駅前の周知街宣行

動を皮切りに 10 月 21 日まで各地協で実施しま

す。下越地協は、10 月 1 日～10 月 3 日まで行い

ました。10 月 3 日最低賃金周知ティッシュ配布

行動を新発田駅で行い、学生達に周知しました。

また、最低賃金周知ティッシュを新潟職業能力

開発短期大学、敬和学園大学に配布致しました。 

 

１６年北陸ブロック連絡 10 会・役員と 

 

 

 

ストレスチェック制度「元年」  

2014 年に成立した改正労働安全衛生法には、①

化学物質管理のあり方の見直し、②ストレスチェ

ック制度の創設、③受動喫煙防止対策の推進、④

重大な労働災害を繰り返す企業に対する特別安

全衛生改善計画制度の導入などが盛り込まれた。

このうち、メンタルヘルス対策の前進が期待され

る「ストレスチェック制度」は、2015 年 12 月 1

日に施行され、1 年以内に 1 回目の検査を実施す  

ることとされている。つまり期限は今年 11 月 30

日。ところが、9 月時点でまだ実施できていない

事業所も少なくないという。 

第５回連合新潟地協代表者会議  

連合新潟地協代表会議が 10 月 1 日 (土 )に開催

され、会議では、連合新潟第 26 回年次大会議

案。欠員になっていた新潟地協事務長の就任。

各地協と退職者連合との連帯強化。政治では新

潟知事選と民進党県連との対応。政策では、

2017 年度新潟県予算に関する施策要望書につ

いて確認しました。  

下越地協第 26 回年次総会 

日 時 11 月 18 日（金）15:00～  

会 場 新発田市交流センター会議室  

議 題 2016 年活動報告・財政報告  

    監査報告  

    2017 年活動方針・財政方針  

    役員交代について  

 

 


